
発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷9玉川村役場密(0247)57 -3101編集/企画課印刷/(有)円谷印刷(毎月 1日発行)

題
む
ー No. 244 

総合文化祭の-還として、 11月23巴勤労者体青センターで玉川村少年剣道

大会が開催され、地元の剣友会のほか、浅川町や古殿町などからも少年剣士

たちが集り、団体戦と個人戦にわかれ、己ごろの練習の成果を競いました。

会場には、祭巴とあって家族連れの姿がみられ、声援を受けながら子供た

ちは元気いっぱいの気合いを出し、熱戦を展開しました。

(試合結果は、公民館だよりの中に掲載)
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ー
安
全
は
¥
ゆ
J

つ
く
り
¥

ゆ
と
り
¥

年
末
年
始
は
、
伺
か
と
忙
し
い
時
期
で
す
。
特
に
忘
年
会
、
新

年
会
等
に
よ
り
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
、
飲
酒
運
転
も
増
加
し

ま
す
。
ま
た
、
穫
雪
、
凍
結
な
ど
が
霊
な
り
、
支
通
事
故
が
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す
。

十
二
月
一
己
か
ら
一
月
十
日
ま
で
、
年
末
年
始
の
突
通
事
故
防

止
運
動
、
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
っ
安
全
は
、
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
、

ゆ
と
り
、
ゆ
ず
り
あ
い

L
l
l
フ
ォ

i
Nゆ
H

ド
ラ
イ
ブ
で
安
全

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

年
中
の
石
川
管
内
に

お

け

亡

事

故

は

、

現

在

一

人
で
、
過
去
十
年
間
の
中
で
最
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
慎
重
な
運

転
で
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
0

1
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
/

な
れ
あ
い
が

を〉
謹蕗喜

正しく
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ベルトは首に

かからないように

薦の位置に

シートは倒さず、深く

躍をかけて、腰ベルト

はl必ず腰骨の位置で締

める

ベルトは

よじれない

ように

昭和61年1月から6月までのシートベルト
着用・非着用、人身加害部位別死者数

(乗用車・貨物車)
資料:国民安全報

近
な
と
こ
ろ
か
ら
気
を
引
き
締
め
、

飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
「
四
な
い
い
運
動

@
運
転
す
る
な
ら
飲
ま
な
い
。

@
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

@
運
転
す
る
人
に
は
す
す
め
な
い
。

@
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な
い
。

2
、
子
ど
も
と
老
人
を
守
ろ
う

@
飛
び
出
し
に
注
意
す
る
。

@
ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に
。

3
、
夜
間
、
冬
道
の
運
転
は
慎
重
に

@
夕
暮
時
は
、
人
や
車
の
動
き
が
活

発
に
な
り
ま
す
。
早
め
に
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
、
ス
ピ
ー
ド
を
ひ
か
え
て
く

だ
さ
い
。

身

凍
結
状
態
が
し
ば
し
ば
起

こ
り
ま
す
c

時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ

て
運
転
し
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
怠
ブ
レ

ー
キ
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
車
問

@ 

ト
d
，
;
向

島

械

式

ぷ

ぬ

か
べ
…
山
一
打
開
一
い

す
ト
川

1
3日
選

ま
一てシ
し

ゆ
っ
た
り
¥

ゆ
ず
り
あ
い
し

距
離
を
十
分
に
と
り
、

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

4
、
シ
!
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う

着
用
す
れ
ば
違
反
し
な
い
と
い
う

安
易
な
気
持
で
は
、
本
当
の
効
果
が

あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
く
着
用
し
て
こ

そ
あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す
。

交通安全を頼って設笛隊パレード(J11辺小)
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第
十
五
回
の
福
島
県
保
健
衛
生
総

合
大
会
が
、
十
一
月
二
十
六
日
い
わ

き
市
平
市
民
会
館
で
聞
か
れ
、
そ
の

席
上
、
優
良
助
産
婦
と
し
て
本
村
の

教
蕎
委
員
に

野
崎

佐久間スイさん

佐
久
間
ス
イ
さ
ん
(
北
須
釜
・
九
歳
)

に
知
事
感
謝
状
、
仁
井
田
オ
ケ
サ
さ

ん
(
竜
崎
・
印
歳
)
に
公
衆
衛
生
事

業
功
労
者
(
優
良
助
産
婦
)
と
し
て

進
さ
ん
が
就
任

進さん

十
一
月
二
十
三
日
で
教
育
委
員
の

任
期
が
満
了
と
な
り
、
退
任
さ
れ
た

車
田
権
さ
ん
(
日
歳
・
小
高
字
西
屋

敷
)
に
代
わ
っ
て
、
そ
の
後
任
と
し

て
野
崎
進
さ
ん
(
臼
歳
・
川
辺
字
舘
)

が
、
十
一
月
二
十
四
日
付
で
教
育
委

野崎

仁井田オケサさん

県
医
師
会
々
長
と
県
病
院
協
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

佐
久
間
さ
ん
と
仁
井
田
さ
ん
は
共

に
本
村
の
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
開

設
以
来
か
ら
の
助
産
婦
で
、
現
在
も

ご
活
躍
中
で
す
。
お
二
人
と
も
妊
産

婦
へ
の
献
身
的
な
態
度
と
温
厚
な
人

柄
で
村
民
か
ら
の
人
望
も
厚
く
、
村

の
母
子
保
健
の
推
進
と
そ
の
充
実
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
に
対
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
回

の
受
賞
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

口
県
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
任
の
車
田
さ
ん
は
、
二
期
八
年

に
わ
た
っ
て
委
員
及
び
委
員
長
と
し

て
学
校
教
育
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。な
お
、
今
回
の
異
動
に
よ
っ
て
教

育
委
員
長
に
野
口
庄
一
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

指定金融機関

変更のお知らせ
村の公金の収納や支払い事務を昨

年から専門の金融機関(指定金融機関

制度)(こ委託し、昨年は泉農協がその事

務にあたっておりましたが、 10月31日
て契約期間が満了となりました。代わ

って11月 !日から来年の10月31日まて
の期間、須釜農協が指定金融機関とな

りましたのてお知らせいたします。

各種税金や保育料等の収入金は今ま

てどおり役場(本庁)と泉・須釜両農

協て取り扱います。支払い事務は、指

定金融機関てある須釜農協職員(大和

田宏さん)が役場の窓口て、現金また

は口座振替の方法てお支払いをします。

防

団
び
き

季
調

検閲官から通常点検を受ける団員

村
消
防
団
の
秋
季
訓
練
が
十
一
月

一
一
目
、
午
前
八
時
か
ら
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
団
員
二
八
七
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
季
訓
練
は
小
原
副
団
長
の
開
始

の
こ
と
ば
の
あ
と
、
小
針
村
長
が
点

検
官
に
委
嘱
さ
れ
、
団
員
ら
一
人
ひ

と
り
を
厳
し
く
点
検
す
る
通
常
点
検

や
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
団
員
ら
は

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
仁
井
田
団
長
か
ら
「
尊
い

人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
火
災
の

予
防
の
徹
底
と
そ
の
強
化
に
努
め
て

ほ
し
い
」
と
訓
辞
が
あ
り
、
団
員
ら

は
火
の
守
り
の
誓
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。
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玉
川
村
商
工
会
主
催
に
よ
る
昭
和

六
十
一
年
度
の
優
良
従
業
員
表
彰
式

が
、
十
一
月
二
十
二
日
午
前
九
時
か

ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。今
年
度
の
受
賞
者
は
、
村
内
の
十 ん

ら

五三官
_x_ 
r主話1
主主

優良従業員として表彰されたみなさん

二
事
業
所
か
ら
選
ば
れ
た
二
十
八
名
。

双
里
商
工
会
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ

と
り
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
東
京
精
工
械
勤

務
の
小
林
松
男
さ
ん
が
お
礼
の
一
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
講
演
は
、
人
財
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
穂
積
安
光
氏
(
石

川
町
)
が
{
職
場
に
わ
け
る
人
間
関

係
」
と
題
し
、
約
二
時
間
に
わ
た
っ

て
職
場
や
社
会
の
中
に
お
け
る
人
間

形
成
の
大
切
さ
を
強
調
し
、
受
賞
者

は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
わ
、
受
賞
者
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
わ
り
で
す
。
(
敬
称
略
、
順
不
同
)

受
賞
者
名
・
事
業
所
名

倉

鎌

清

子

・

偏

加

藤

化

工

首

藤

治

司

・

車

田

建

設

溝

井

兼

好

・

偏

小

林

建

設

鈴

木

邦

重

・

駒

木

根

工

業

総

小
針
保
一
・

小
林
繁
子
・

0

石

森

光

正

・

倒

佐

藤

製

作

所

小

坂

幸

永

・

東

精

工

総

精

工

人

見

敏

彦

・

東

京

小

林

松

男

・

。

森

清

幸

・

0

有

賀

隆

幸

・

中

根

精

小

原

安

春

。

塩
沢
ヨ
シ
ノ
・

鈴
木
好
子
・

0

矢

吹

卓

哉

・

鰯

福

島

工

ン

ヤ

真
弓
保
一

上
野
高
秀
・
福
島
双
羽
電
機
械

工

賞
奨
励
賞

さ
ん
と

こ

の

ほ

ど

昭

和

六

十

の

県

文
学
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
詩

の
部
門
で
村
内
か
ら
二
人
の
方
が
奨

励
賞
と
な
り
、
に
な
っ
て
い
ま 必恥明

品
川
U

大
竹
み
ど
り
・
福
島
双
羽
電
機
械

芳

賀

金

子

・

ク

大
竹
ミ
ヨ
・

我
妻
久
子
・
矢
部
ソ

i
イ
ン
グ

吉
田
キ
ク
ノ
・
偏
ス
ズ
キ
シ
ャ
ツ

矢
部
タ
ケ
・

須
藤
友
子
・

0

坂

本

キ

ミ

エ

・

。

阿
部
金
四
郎
・
綱
玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー

中
木
品
川
U

さ
ん
が
受

伸さん

。
こ
の
お
二
人
は
川
辺
{
子
宮
ノ
前

の
小
針
伸
さ
ん
(
紛
)
と
安
斉
知
江

子
さ
ん
(
口
)
で
す
。

小
針
さ
ん
は
主
婦
で
あ
り
、
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
詩
作
活
動
を
続
け
て

い
る
方
で
、
詩
集
「
野
に
ゆ
れ
て
」

が
そ
の
該
当
作
品
。
人
の
心
の
ぬ
く

も
り
、
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
テ

i
マ
に
、

詩
の
持
つ
清
惑
で
そ
れ
ら
を
見
事
に

表
現
し
た
殊
玉
の
作
品
、
二

O
編
が

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
「
目
標
と
し
て
き

た
だ
け
に

N

う
れ
し
い
H

の
一
言
で

す
。
で
も
や
っ
と
す
そ
野
に
た
ど
り

着
い
た
と
い
う
感
じ
で
、
こ
れ
か
ら

も
地
味
で
す
が
頂
上
を
め
ざ
し
頑
張

り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

一
方
、
青
少
年
奨
励
賞
を
受
賞
し

小針安斉知江子さん

M
M
月
1
臼
i
引
日

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

た
知
江
子
さ
ん
は
、
佳
彦
さ
ん
の
長

女
で
須
賀
川
女
子
校
の
三
年
生
。
文

学
部
に
所
属
し
、
創
作
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
今
回
の
作
品
は
、
友
達
関

係
や
心
の
不
安
を
折
り
込
ん
だ
「
鶴

子
の
心
」
。
新
聞
に
自
分
の
名
前
が

載
っ
て
い
る
の
を
見
て
び
っ
く
り
し

た
と
か
。
両
親
は
じ
め
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
か
ら
も
祝
揺
さ
れ
、
良
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
と
知
江
子
さ
ん
。
間

近
に
進
学
を
控
え
て
い
る
た
め
、
当

分
は
詩
作
か
ら
離
れ
ま
す
が
、
出
来

れ
ば
趣
味
と
し
て
書
き
続
け
た
い
と

文
学
少
女
の
面
を
チ
ラ
リ
と
の
ぞ
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
十
一
丹
三
日
の
文
化

の
日
に
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
に
出
席
し
、
感
激
を
新
た

に
し
た
よ
う
で
す
。

文
学
を
志
す
人
の
登
竜
門
と
な
っ

て
い
る
県
文
学
賞
。
難
関
を
突
破
し

た
わ
二
人
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。
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算
式
と
計
算
例
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
期
限
内
に
納
め
、
未
納
期
間
が
生

じ
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
四
月
一
日
か
ら
年
金
制
度
が

新
し
く
な
り
、
全
国
民
共
通
の
基
礎

年
金
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
正
十
五
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
は
、
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
(
六
十

歳
以
上
に
な
れ
ば
、
六
十
五
歳
未
満

で
も
繰
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
)
こ
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
六

十
二
万
二
千
八
百
円
(
昭
和
六
十
一

年
度
の
額
)
で
す
。
こ
れ

は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
四
十
年
間
、
す
べ

て
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
た
場
合
に
支
給
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
保
険

料
を
納
め
た
期
間
が
四
十

年
に
不
足
す
る
場
合
は
、

そ
の
不
足
し
て
い
る
期
間

に
応
ピ
て
年
金
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
年
金
額
の

保育園児が花束のプレゼント
勤労感謝の日を明日に控えた11用22日、役場に

泉保育所の園児たちが訪れ、 「毎日、お仕事ご苦

労さまてすJ と円谷助役に花束を手渡しました。

例年のことながら、小さながわいい訪問者力、ら

のプレゼントに円谷助役も自を細めて二ッコリ。

そのお礼にと園児たちには、おやつにとキャラメ

んが配られました。

計算式

622，800円×

保険料を絞めた月数十保険料を免除された月数X+
加入可能主手数X12

⑨昭和16年 4月2回以後生まれで保険料の米事ちがあった場合

60主主

ト一一15年一一→ト-10年一斗←一一15年一一→i

360月
622 ， 800円×一一~=467 ，100内

480月 一一一一…一

⑧昭和5年 9F.15日生まれで玉転車ぬがあった場合

361'手4Fl 60走塁

トー-15年一一一1<-5争!←-10年一→l
300Fl 

622，800内×一一::;-=519，000向
360月一一一一

くじ付暑中お見舞いはがき

石森さ九B賞当選
国
民
年
金
制
度
が
発
足
し
た
の
は

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
で
、
そ
の

と
き
二
十
歳
以
上
の
人
(
昭
和
十
六

年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

は
、
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で
に
四
十

年
の
加
入
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
人
に
つ
い
て

は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降
六
十

歳
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
す
べ
て
保

険
料
を
納
め
た
場
合
に
は
六
十
二
万

二
千
八
百
円
(
月
額
五
万
一
千
九
百

円
)
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
四
十
年
間
で
な
く

て
も
満
額
の
年
金
が
保
障
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
加
入
可
能

な
年
数
に
つ
い
て
は
、
広
報
八
月
号

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
参
照
し

て
く
だ
さ
い
G

厚
加生

る
人

昭
和
三
十
六
年
四
丹
以
後
に
、
会

社
や
役
所
に
勤
め
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
期
間
が
あ

る
人
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
を
計
算

す
る
場
合
は
保
険
料
納
付
期
間
と
し

て
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
配

偶
者
で
、
第
三
号
被
保
険
者
と
な
っ

て
い
る
期
間
も
保
険
料
納
付
期
間
と

な
り
ま
す
。

今年の夏、初めて発売された「くじ付暑中お見

舞いはがき」てB賞当選した方がいます。

この方は、山小屋の石森藤男さんて、村交通対

策協議会から出された憂の交通事故防止県民総ぐ

るみ運動のi枚がラッキー{こも当選。高矯/1/辺郵

便局長から賞品のステンレスポットを受け取り、

奥さんのキヨシさんはこッコリ。

なお、この商品引き換え期間は来年の3月19日

まててす。石森さんのほかにもまた当選者がいる

のてはと、郵便局ては「もう一度確認を」の呼び

かけをしています。当選番号は次のとおり。

賞|賞品名| 当せん番号

A賞 12，1型多機能 I 492156 
~I カラーテレビ I 024833 

下4けた 6822 
下4けた 0416 
下4けた 0053 
下4けた 2177 
下4けた 2343 
下2けた 38 
下2けた 49 

B賞|ステンレスポット

""， 1ふみの自小型
C貰i

i切手シート
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各
会
場
で
多
彩
に
開
催

村
の
総
合
支
化
祭
が
十
一
月
一
日
の
菊
花
展
や
老
人
作
品
展
な
ど

を
皮
切
り
に
、
商
業
祭
や
農
協
祭
り
、
芸
能
発
表
会
な
ど
が
各
会
場

で
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
会
場
に
は
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
村
民
が
訪
れ
、
作
品
を
鑑
質

し
た
り
、
楽
し
い
企
画
に
参
加
し
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
を
満
喫
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
秋
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
。

今
月
は
総
合
文
化
祭
の
よ
う
す
を
力
メ
ラ
で
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

1111川川川1161.12.1川川

呂
田
m
w
m
v

農協主催カラオケ大会で

農
産
物
の
品
評
会
や
米
を
使
っ
た

料
理
教
室
、
手
作
り
こ

ん
に
ゃ
く
即

売
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
気
は
何
と
い
っ
て
も
手
作
り
こ

ん
に
ゃ
く
や
野
菜
等
の
即
売
で
買
い

手
が
殺
到
し
、
飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
ゆ

き
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

回
目
窃
mv

村
内
の
企
業
の
製
品
を
展
示
し
た

り
、
チ
ピ

ッ
子
広
場
で
は
ミ
ニ

S
L

の
運
行
や
輪
投
げ
大
会
な
ど
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
、
人
気
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
公
民
館
と
共
催
の
文

化
講
演
会
も
開
か
れ
、「人
生
泣
き
笑

い
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
俳
優
の
長
門

勇
さ
ん
が
下
積
み
時
代
か
ら
今
日
ま

で
の
苦
労
話
を
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え

一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
講
演
し
ま
し

た。

居

間

句

切

農
産
物
の
展
示
即
売
会
や
綱
引
き
、

豚
レ

l
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
も
ち

つ
き
も
行
わ
れ
、
内
容
も
盛
り
だ
く

さ
ん
。
農
青
連
や
婦
人
部
の
方
た
ち

は
対
応
に
大
わ
ら
わ
の
よ
う
す
で
し

た
。
そ
の
は
か
、
焼
き
鳥
や
焼
き
そ

ば
な
ど
の
露
詰
も
出
て
、
大
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

講演する長門勇さん

丹精込めた鉢が勢ぞろい

楽しかった豚レース
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東

京

こ
の
ほ
ど
、
東
京
精
工
株
式
会
社

(
代
表
取
締
役
・
篠
原
一
三
・
社
員

二
五

O
人
)
が
、
郵
政
省
簡
易
保
険

問1111側

肺

気

躍

に

注

意

腕
の
組
織
の
末
端
に
は
、
姉
胞
(
は

い
ほ
う
)
と
い
う
小
さ
な
袋
が
あ
り
、

酸
素
と
炭
酸
ガ
ス
を
交
換
す
る
大
切

な
働
き
を
し
て
い
て
、
こ
の
肺
胞
が

破
壊
さ
れ
る
の
が
肺
気
腫
。
お
年
寄

毎朝仔われているラジオ体操(東京精工)

局
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
擾
員
団
体
(
事

業
所
)
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
そ
の
伝

達
式
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
郵
政
省
の
簡
易
保
険
創

業
七

O
周
年
と
郵
便
年
金
創
業
六

O

鹿
年
の
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、

県
内
で
は
四
社
が
表
彰
を
受
け
、
そ

の
中
の
一
社
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

東
京
精
工
で
は
昭
和
四
十
五
年
の

創
業
以
来
、
毎
朝
就
業
前
に
社
員
全

員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
来
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
普
及
発
展

に
努
め
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
。

東
京
精
工
で
は
「
社
員
の
健
勝
維

持
と
ケ
ガ
や
腰
痛
防
止
の
た
め
に
も
、

今
後
も
続
け
て
行
き
ま
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
む

り
、
そ
れ
も
男
性
に
多
い
病
気
で
す
。

症
状
は
、
初
期
は
体
を
動
か
し
た

と
き
の
怠
切
れ
て
い
ど
で
す
が
、
や

が
て
安
静
時
に
も
激
し
い
呼
吸
困
難

を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。
悪
化
を
紡

ぐ
た
め
に
は
、
タ
バ
コ
を
控
え
た
り
、

風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
適
慶
な
運
動
と

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

韓
国
@

八
前
編

V

マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
れ
て

昭
和
六
十
一
年
度
の
勺
若
人
の
翼
L

が
十
月
十
七
巴
成
田
か
ら
飛
び
た
ち
、

本
村
か
ら
北
須
釜
字
仏
供
田
の
小
針

幸
夫
さ
ん
(
お
)
が
参
加
し
、
十
五
日

間
の
研
修
を
終
え
て
無
事
帰
国
さ
れ

ま
し
た
。
小
針
さ
ん
が
、
訪
問
国
で

あ
る
韓
関
・
マ
レ
ー
シ
ア
を
克
て
歩

い
て
、
感
じ
た
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
二

回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
羽
ば
た
け
翼
あ
る
者
に
」
を
自

分
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、
十
月
十

七
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
、
若
人

の
翼
で
韓
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
れ

ま
し
た
。
人
生
で
二
度
と
味
わ
う
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
と
共
に
、

今
で
も
日
本
の
歴
史
と
の
深
い
か
か

わ
り
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
る
研
修
で
し
た
。

最
初
の
訪
開
閉
の
韓
国
は
二
年
後

に
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ゼ
ッ
ク
を
控
え
、

高
層
ゼ
ル
が
建
ち
並
び
、
人
も
街
並

も
活
気
が
み
な
ぎ
り
、
に
勝
る 小針幸夫さん

と
も
劣
ら
な
い
感
ピ
が
し
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
史
跡
や
遺
跡
、
古
宮
な

ど
が
数
多
く
点
在
し
て
い
る
の
も
印

象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郊
外
の
農
村
部
は
機
械
を

使
か
っ
た
近
代
農
業
は
ほ
ど
遠
く
、

ま
だ
ま
だ
入
手
に
よ
る
労
働
力
が
主

と
な
っ
て
い
ま
し
た
む

し
か
し
、
こ
の
様
な
韓
国
に
も
ソ

ウ
ル
か
ら
北
へ
四
十
五
回
の
と
こ
ろ

に
通
称
三
十
八
度
線
と
い
わ
れ
る
板

門
庄
が
あ
り
、
厳
し
い
一
面
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
こ
は
、
同
一
民
族
で
あ

り
な
が
ら
南
北
に
分
断
さ
れ
、
対
立

し
、
常
に
緊
迫
し
た
軍
事
態
勢
に
わ

か
れ
、
現
地
の
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
そ
の
緊
迫
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
で
し
た
。

こ
の
国
で
は
兵
制
の
義
務
が
あ
り
、

十
九
歳
か
ら
二
年
半
か
ら
三
年
間
、

兵
役
に
就
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
自

分
た
ち
の
留
は
、
自
分
た
ち
の
手
で

守
っ
て
ゆ
く
」
と
い
う
意
識
が
感
じ

と
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
象
徴
が
板
門

時
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両

国
の
一
日
も
早
い
平
和
回
復
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
戦
事
中
、
韓
国
人
と
結
婚

し
、
朝
鮮
動
乱
で
身
寄
り
の
な
く
な

っ
た
日
本
人
老
妻
が
身
を
寄
せ
て
い

る
慶
州
ナ
ザ
レ
圏
を
訪
れ
、
こ
こ
に

も
戦
争
が
残
し
た
傷
跡
の
深
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
仏
教
青
年
会
と
の
交
歓
会
で

は
、
対
日
感
情
が
強
く
、
麗
史
の
重

み
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
が
し
ま

し
た
が
、
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
屈

指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
青
年
た
ち
の

活
気
は
自
を
見
張
る
ば
か
り
で
す
。

日
韓
両
国
の
お
互
い
の
交
流
を
深

め
、
理
解
し
あ
う
こ
と
の
必
要
性
を

直
接
肌
で
感
じ
と
り
ま
し
た
。

あ
る
青
年
が
、
「
過
去
に
は
悲
し
い

出
来
事
が
あ
る
が
、
過
去
は
過
去
の

こ
と
と
し
て
現
実
を
見
つ
め
て
ゆ
き

た
い
。
自
本
の
人
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
て
長
か
っ
た
。
も
っ
と

日
本
に
つ
い
て
心
を
開
き
た
い
」
と

一
一
一
一
口
っ
た
言
葉
に
、
私
を
含
め
そ
こ
に

居
合
わ
せ
た
人
す
べ
て
が
拍
手
を
送

っ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
研
修
の
一
つ

の
自
的
を
成
し
遂
げ
た
よ
う
な
充
実

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
マ
レ

i
シ
ア
編
で
す
。

慶州ナザレ圏にて
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村
民
文
化
祭
は
、
各
機
関
、
団
体

の
み
な
さ
ん
方
の
協
力
に
よ
っ
て
盛

会
に
、
有
意
義
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

文
化
祭
実
行
委
員
会
の
事
務
局
を

担
当
し
た
公
民
館
で
は
、
代
表
者
会

議
や
打
ち
合
せ
会
を
設
け
、
参
加
団

運
営
委
員
会
事
務

三

士

ロ

体
の
日
程
、
会
場
な
ど
総
合
的
な
調

整
を
行
う
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
村
民
へ
の
ピ

1
ア
ー
ル
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
団
体
な
ど

の
呼
び
か
け
も
あ
っ
て
、
子
供
か
ら

わ
年
寄
り
ま
で
多
数
の
参
観
で
に
ぎ

わ
い
、
好
評
を
得
ま
し
た
こ
と
を
事

務
局
と
し
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
関
係
各
位
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
に
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
D

第
山
田
玉
川
村
少
年

剣
道
大
会
結
果

。

団

体

部

の

優

勝

準
優
勝

玉団蓬浅
川田川
少剣町
年道百
剣ス錬
友ポ会
会 l
A ツ
少
年

{立

。

個

人

部

の

{憂

緑
川
雅
志
(
浅
川
町
百

錬
会
)

関
根
正
治
(
浅
川
町
百

錬
会
)

小
原
幸
春
(
須
釜
少
年

剣
友
会
)

坪
井
清
通
(
蓬
田
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
)

日券

準
優
勝イ立

で
非

須
釜
中
学
校
恒
例
と
な
っ
て
い
る

防
犯
協
会
と
石
川
警
察
署
共
催
の
非

行
防
止
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
十

一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

添
田
校
長
先
生
の
ピ
ス
ト
ル
を
合

図
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ス
タ
ー
ト
を

切
り
、
男
子
は
四
回
、
女
子
は
二
・

七
凶
の
コ

i
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。

剣
道
大
会
に

出
場
し
て小原幸春君

(須釜小 6年)

ぼ
く
は
玉
川
村
少
年
剣
道
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
団
体
戦
で
は
、

ぼ
く
ら
の
須
釜
A
チ
!
ム
が
浅
川

A
チ
!
ム
に
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ

で
敗
れ
て
し
ま
い
、
入
賞
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
は
、
み
ん

な
く
や
し
が
り
ま
し
た
が
、
個
人

戦
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
期
待
を
か

け
ま
し
た
。

し
か
し
、

決
勝
戦
ま
で
進
ん
だ

マ
ラ
ソ
ン

結
果
は
、
男
子
の
部
で
円
谷
力
君

(
三
年
)
、
女
子
の
部
で
は
塩
沢
み

い
子
さ
ん
(
三
年
・
大
会
新
記
録
)

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
二
人
と
も
昨

年
に
続
く
ニ
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
な
お
、
優
勝
者
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
賞
状
が
、
上
位
入
賞
者
の
男
女
十

名
に
そ
れ
ぞ
れ
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

の
は
ぼ
く
だ
け
で
し
た
。
ぼ
く
は

剣
道
を
や
っ
て
き
て
、
こ
れ
ほ
ど

う
れ
し
く
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
は
だ
し
に
な
っ
て

校
庭
を
走
り
、
気
合
い
を
出
し
て

面
の
打
ち
方
を
し
た
夏
の
暑
い
呂、

手
足
が
動
か
な
い
く
ら
い
練
習
に

励
ん
だ
冬
の
寒
い
日
な
ど
、
苦
し

か
っ
た
練
習
が
思
い
出
さ
れ
ま
し

た。
ぼ
く
は
四
年
生
か
ら
剣
道
を
始

め
、
今
年
は
剣
友
会
の
会
長
と
な

り
、
み
ん
な
に
号
令
を
か
け
て
い

ま
す
。ぼ
く
に
と
っ
て
こ
の
剣
道
大
会

で
三
位
に
な
れ
た
こ
と
は
、
小
学

校
生
活
最
後
の
忘
れ
ら
れ
な
い
良

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
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経
営
移
譲
に
つ
い
て

経
営
移
譲
の
終
了
日
(
自
分
名
儀

の
農
地
等
の
権
利
を
処
分
し
終
る
日
)

の
一
年
前
の
日
を
基
準
日
と
い
い
ま

す
が
、
こ
の
基
準
日
現
在
で
、
自
分

名
儀
で
所
有
す
る
か
、
借
り
入
れ
て

い
る
農
地
等
(
農
地
と
採
草
放
牧
地
)

の
面
積
が
三

0
ア
ー
ル
以
上
あ
る
人

が
、
基
準
日
以
降
一
年
間
に
自
分
名

儀
で
買
い
入
れ
た
り
、
一
戻
っ
て
き
た

Z
2
 

農
地
等
を
含
め
て
後
継
者
が
ニ
者

の
い
ず
れ
か
一
方
に
、
そ
の
権
利
を

譲
り
渡
し
た
り
、
貸
し
た
り
し
て
農

業
経
営
か
ら
引
退
す
る
こ
と
で
す
。

樹
①
第
三
者
(
他
の
農
家
な
ど
)
に

移
譲
す
る
と
き
は
、
一

0
ア
ー
ル
以

内
の
自
留
地
を
残
せ
ま
ま
す
。

②
経
営
移
譲
の
相
手
方
は
、
後
継
者

か
第
三
者
か
い
ず
れ
か
一
方
で
あ
り
、

両
方
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん。③
経
営
移
譲
の
相
手
方
が
農
業
者
年

金
加
入
者
等
の
特
定
移
譲
者
で
あ
る

場
合
に
は
加
算
付
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
相
手
方
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

等
で
あ
る
場
合
は
加
算
額
が
付
き
ま

⑦ 

H

勝
負
ご
と
μ

の

勧

め

父
親
が
、
小
学
生
く
ら
い
の
年
齢

の
子
供
に
接
す
る
仕
方
に
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
ゲ
ー

ム
と
か

ο
勝
負
ご
と
H

を
教
え
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
・
碁
・
将
棋
・
マ
ー
ジ

ャ
ン
・
花
札
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

ど
れ
も
ル

l
ル
が
は
っ
き
り
と
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
厳
し
く
守

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

A:舟
I~又

り
な
が
ら
勝
ち
負
け
を
争
う
遊
び
で

す
。
子
供
に
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
花
札
を
教

え
る
の
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
と
言
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か

に
小
学
生
が
お
金
を
か
け
て
マ
ー
ジ

ャ
ン
を
し
た
り
、
休
日
で
も
な
い
の

に
朝
か
ら
花
札
を
ひ
い
て
い
る
の
は

決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。後
継
者
移
譲

経
営
移
譲
の
相
手
方

経
営
移
譲
を
す
る
人
の
亙
系
卑
族

(
子
や
孫
)
の
う
ち
、
経
営
移
譲
の

終
る
日
ま
で
引
き
続
き
三
年
以
上
農

業
に
従
事
(
注
①
)
し
て
い
た
者
又

は
経
営
移
譲
者
の
世
帯
員
で
な
く
な

っ
た
後
、
再
び
そ
の
世
帯
員
と
な
っ

た
い
わ
ゆ
る

U
タ

i
ン
後
継
者
で
一

定
の
要
件
(
注
②
)
を
満
た
す
者
一

人
に
限
ら
れ
ま
す
。

注
①
農
業
に
従
事
し
て
い
た
期
間
に

は
、
大
学
、
高
校
等
で
農
業
を
学
ん

だ
期
間
や
学
生
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

せ
ん
。
し
か
し
良
識
を
も
っ
た
親
が
、

良
識
の
範
囲
内
で
遊
び
方
を
教
え
、

土
曜
日
の
晩
な
ど
に
こ
れ
ら
の
遊
び

を
楽
し
む
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
子
供
が
男
の
子
で
あ
っ
て
も

女
の
子
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
す
。

こ
れ
ら
の
遊
び
方
か
ら
得
る
も
の

の
第
一
は
、
決
め
ら
れ
た
ル

i
ル
を

お
互
い
が
き
ち
ん
と
守
り
、
そ
の
中

で
勝
つ
た
め
に
一
生
懸
命
に
考
え
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
不
正
な
こ
と
や

ヂ'・
9
佼
い
こ
と
を
い
や
し
い
と
思
う
こ
と

で
す
D

ま
た
、
短
い
時
間
の
中
で
決

断
す
る
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
ゲ
ー

ム
か
ら
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

思
考
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま

業②ま業あ
に U すにつ
従タ。 従て
事 l 事も
しン し
て後 で農
い継 い繁
た者 た期
其月の 其月 、
関場 開休
が合 も祭
通は 含日
算、 まに

三農 れ農

包
自
己
⑨
弓

mw

藤一報

つ
/
¥
り
r

こ
の
ほ
ど
郡
山
市
安
積
町
長
久
保

に
お
住
い
の
藤
田
公
平
さ
ん
か
ら
川

辺
老
人
ク
ラ
ブ
に
二
万
円
の
寄
付
が

あ
り
、
会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。

す。
勝
つ
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
も

運
が
悪
か
っ
た
り
、
実
力
が
不
足
し

て
負
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
さ

ぎ
よ
く
負
け
る
こ
と
を
学
ぶ
の
も
大

切
で
す
D

怒
っ
た
り
不
機
嫌
に
な
っ

た
り
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
口

最
近
の
若
い
女
性
の
中
に
は
碁
を

打
つ
人
も
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
好
き
な
人

も
い
ま
す
が
、
従
来
は
ほ
と
ん
ど
男

の
人
の
遊
び
で
し
た
。
素
早
く
決
断

を
し
て
、
一
つ
の
手
に
勝
負
を
か
け

る
こ
と
を
爽
快
と
思
う
か
、
恐
し
い

と
思
う
か
が
ゲ

i
ム
を
好
む
か
好
ま

な
い
か
の
分
か
れ
自
に
な
る
の
で
し

ょ
う
。

年
以
上
あ
り
、
経
営
移
譲
の
日
ま
で

引
き
続
き
六
月
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
た
人
で
、
被
用
者
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
ま

す
。

藤
田
さ
ん
は
先
日
、
川
辺
の
野
崎

丈
吉
さ
ん
の
長
男
・
隆
さ
ん
の
媒
酌

人
を
つ
と
め
、
村
結
婚
相
談
所
か
ら

報
償
金
と
し
て
い
た
だ
い
た
お
金
を

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
実
母
の
須
藤

ツ
ナ
さ
ん
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

川
辺
老
人
ク
ラ
ブ
に
寄
付
し
た
も
の

で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
こ
の
善
意

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
有
効

に
使
い
た
い
と
-
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

親
が
せ
っ
か
く
教
え
て
も
、
子
供

が
あ
ま
り
好
き
に
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で

仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
が
、
子
供
に

人
生
の
お
も
し
ろ
さ
、
古
く
か
ら
わ

が
国
に
伝
わ
っ
て
い
る
遊
び
の
楽
し

さ
を
教
え
、
生
き
て
い
く
こ
と
の
可

能
性
を
豊
か
に
し
て
や
る
こ
と
は
親

の
務
め
だ
と
思
い
ま
す
。
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公
給
領
収
証
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

み
な
さ
ん
が
飲
食
窟
、
ス
ナ
ッ
ク
、

パ
ー
な
ど
で
飲
食
し
た
り
、
旅
館
に

宿
泊
し
た
り
し
た
と
き
に
は
、
そ
の

利
用
料
金
に
応
じ
て
、
料
金
と
一
緒

に一

O
パ
ー
セ

ン
ト
の
「
料
理
飲
食

削川111川

等
消
費
税
」
と
い
う
県
税
を
負
担
し

て
い
ま
す
。

お
庖
の
経
営
者
は
受
け
取
っ
た
り

る
し
と
し
て
、
お
客
さ
ん
に
公
給
領

収
証
を
渡
す
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
負
担
し
た
税
金
は
、

お
屈
を
通
し
て
確
実
に
県
に
納
め
ら

れ
、
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
た
め

に
役
立
ち
ま
す
。

公
給
領
収
証
は
、
必
ず
受
け
取
り

ま
し
ょ
う
。
(
郡
山
県
税
事
務
所
)

ございます

(10月届出分)

保護者名

手口 浩

晴美

留雄

悦夫

主命

敏行

光夫

幸

雄

夫
進

正

名

子

織

奈

子

梨

奈

晃

秋

祇

淳

沙

加

直

絵

明

i

E

釦

木

針

林

田

田

田

抗

林

出

鈴

小

小

車

添

車

仁

小

区

辺

地

)11 

総
勢
あ
り
が
と
う

'
=
h
E
E邑
開
円

、hak

，
必殺
Y

ご
ざ
い
ま
す

下
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

鈴木博也

鈴木裕二

小山田栄子

草野直樹

ロ同

寺

崎

ク

法山
石
音
]

~ 

今

ク

ク

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コい

・
小
高
の
車
田
権
さ
ん
か
ら
五

万

円

・
北
須
釜
の
榊
枝
義
二
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

事都宮同一
寸T l:jj 

吾妻受
統等統主
計消計
一費調
調構査
~、全t::

通
産
省
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
の

「
工
業
統
計
調
査
」
と
「
石
油
等
消

費
構
造
統
計
調
査
」
を
、
十
二
月
三

十
一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査
の

邦

康

直

おくやみ

申し上げます

南須釜

北須釜

名

吉

昭

主帯山世

常

正

(10月届出分)

年令

82 

60 

死亡者氏名

熊田三男

榊枝タキ

地区

川辺

北須釜

対
象
と
な
る
製
造
業
を
営
む
事
業
所

に
は
、
年
末
か
ら
一
月
に
か
け
て
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
票
に
記
入

さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

7，526人(十16)

村のようす
(60年11月1日現在)

4圃圃邑
田~ 1，554戸(+1) 

11 
2 
3 
3，728人(+6) 

3，798人(+10) 




